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町 の 人 口 

(51年8月末日現在） 

人 口 9, 256人 （減7) 

男 4, 403人 （減8 ) 

女 4, 853人 （増1〕 

世帯数 2, 863世帯（減3 ) 
"%.．”・一．・”・，’"”・”・．J一’．,．”・．‘・”．. 

出生 10人 転入 29人 

死亡 8人 転出 38人 

( ）内は前月との増減 

＜赤池町老人福祉センターにて＞ 

’昭和51年度敬老会 

式 典 に 出 席 さ れ た 

お 年 寄 り た ち． 

～・・・．~一・ー．‘～・‘一‘‘ノー“．・・、~ー・．，‘へ“・”~‘・”へ．．い‘・~ー’”い～へ.'”・~’・”・～・“’・~・．．・“~”・．．~”・”~’'”・へ．‘"‘・~‘・．い～・．，・ヘ・“‘・~’”・へー‘”・・~・‘ 

51 

10 
石165号 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
出
 

雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
と
 

か
ら
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
れ
 

る。 
⑨
ー
日
（
金
）
法
の
日
 
労
働
衛
生
週
 

間
 
赤
い
羽
根
募
金
 

@
3

日
 
（
日
）
市
場
小
学
校
運
動
会
 

@
9
日
（
土
）
赤
池
町
統
一
秋
祭
り
 

⑥
 10 

日
（
日
）
赤
池
町
統
一
秋
祭
り
 

体
育
の
日
 

目
の
愛
護
デ
ー
 

@
 11 

日
 
（
月
）
第
十
六
回
上
野
峡
ロ
ー
 

ド
レ
ー
ス
 
（
町
公
認
コ
ー
ス
）
 

@
 14 

日
（
木
）
鉄
道
記
念
日
 

⑨
 18 

日
 
（
月
）
心
配
ご
と
相
談
日
（
旧
 

第
二
公
民
館
）
貯
蓄
の
日
 

統
計
の
日
 

@
 20 

日
（
水
）
秋
土
用
入
り
 

@
 23 

日
 
（
土
）
電
信
電
話
記
念
日
 

霜
降
 

@
 24 

日
（
日
ン
地
区
対
抗
三
百
ニ
十
才
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 
町
村
 

対
抗
第
十
二
回
郡
野
球
大
会
 

@
 27 

日
（
水
）
読
書
週
間
 

▽
聞
く
は
一
時
の
恥
 

知
ら
ぎ
る
は
一
生
の
恥
△
 



け
 

い け 昭和51年10月1日 （2) か
 

あ
 

n
及
 

＋立十 広
 

第165 号 
か い け 昭和51年10月1日 あ

 
報
 

広
 

第165 号 3
 

お
じ
い
さ
ん
 
お
ば
あ
さ
ん
 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
／
 

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
は
，
赤
 

池
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
年
寄
り
 

を
招
き
、
老
人
の
日
に
ち
な
ん
で
長
寿
 

を
祝
い
ま
し
た
」
 

今
年
の
敬
老
会
該
当
者
は
全
体
で
七
 

百
二
十
四
人
、
う
ち
式
典
の
該
当
者
は
 

八
十
才
以
上
で
百
七
十
五
人
で
、
こ
の
 

日
百
十
人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
ま
し
 

た。 長
寿
を
祝
っ
て
．
県
お
よ
び
町
か
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
該
当
者
に
対
し
て
、
 

金
杯
、
ポ
ン
チ
ョ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
茶
 

わ
ん
，
湯
の
み
セ
ッ
ト
な
ど
の
記
念
品
 

が
贈
ら
れ
、
こ
の
あ
と
、
池
永
町
長
ほ
 

か
、
来
賓
の
方
々
の
長
寿
を
祝
う
祝
辞
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

引
続
い
て
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

が
行
な
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
老
人
大
 

学
有
志
の
皆
さ
ん
）
の
合
唱
や
、
藤
和
 

会
の
踊
り
が
あ
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
 

お
年
寄
り
の
踊
り
の
飛
び
入
り
芸
も
あ
 

り
楽
し
い
ム
ー
ド
の
中
で
終
り
ま
し
 

た。 町
内
の
最
高
齢
者
は
男
で
上
野
上
／
 

（表彰を受けるお年寄り、まだまだ若いです／) 

赤

池

町

統

一

秋

祭

り

 

ー

十

月

九

日

十

日

の

両

日

に

ー

 

今
年
も
昨
年
に
つ
づ
き
赤
池
町
の
秋
 

祭
り
が
九
日
、
＋
日
の
両
日
に
全
町
統
 

一
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
各
 

地
区
一
斉
に
と
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

今
ま
で
の
赤
池
町
の
秋
祭
り
に
つ
い
 

て
は
各
地
区
ご
と
に
別
々
に
行
な
わ
れ
 

て
、
期
日
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
ま
し
た
 

が
、
昨
年
よ
り
全
町
統
一
的
に
秋
祭
り
 

が
実
施
さ
れ
、
今
年
は
そ
れ
に
つ
づ
く
 

統
一
的
秋
祭
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
 

各
地
区
の
と
り
組
み
状
況
で
は
、
五
な
 

町民会館前に集合 し た山笠） ？し 

（ニコニコ笑って元気ですノ） 

い
し
六
地
区
か
ら
の
本
格
的
な
山
笠
が
 

立
つ
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
こ
ど
も
 

山
笠
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
か
な
り
の
に
 

ぎ
わ
い
が
予
想
さ
れ
、
全
山
笠
が
町
民
 

会
館
に
勢
揃
い
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
そ
の
ほ
か
の
行
事
と
し
て
は
素
 

人
の
ど
自
慢
大
会
、
芸
能
発
表
会
，
囲
 

碁
大
会
な
ど
の
計
画
も
す
す
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
 

町の機構が一部 

変わりました 

民生課が住民課と 

福祉同和課に分かれるク 

既
に
広
報
九
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

し
た
役
場
の
人
事
異
動
で
次
の
よ
う
に
 

事
務
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

（藤印会の皆さんの踊りと飛入りのお年寄り） 

／
谷
の
世
良
馬
吉
さ
八
（
 94 

才
）
、
女
 

で
上
野
上
小
路
の
世
良
ト
ョ
さ
ん
（
 95 

才
）
で
す
。
 

ま
た
今
年
米
寿
（
 88 

才
）
を
迎
え
ら
 

れ
た
方
々
は
六
人
い
ま
す
。
 

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
（
金
杯
）
 

赤
池
昭
和
町
 
坂
元
 
フ
イ
 

ク 

中
組
 
藤
井
良
太
郎
 

ク 

ル 

中
道
 
ナ
カ
 

ク
車
道
二
 

中
川
 
チ
ナ
 

上
野
 
堀
田
 
香
野
 
繁
蔵
 

ル 

原
 

松
葉
ハ
ッ
ェ
 

八
十
九
才
以
上
の
方
ー
ポ
ン
チ
ョ
）
 

赤
池
本
町
三
 
大
池
ヲ
リ
エ
 

ク
 

ク 

西
郷
里
嘉
蔵
 

ガ
下
町
一
 

武
末
 

ヒ
サ
 

ク 

東
町
 

重
松
 

シ
メ
 

上
野
 
上
谷
 
世
良
 
馬
吉
 

' 
ノ
 
ノノ 

住
 

民
 

課
 

▼
戸
籍
住
民
係
 

〇
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
 

と。 

〇
各
種
身
元
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

C
国
籍
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
身
元
証
明
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
改
氏
名
に
関
す
る
こ
と
．
 

〇
民
刑
事
処
罰
に
関
す
る
こ
と
．
 

〇
人
口
動
態
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
埋
火
葬
許
可
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
死
産
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
こ
 

と。 

〇
王
食
配
給
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
外
国
人
登
録
に
関
す
こ
と
。
 

▼
衛
生
、
国
民
健
康
保
険
係
 

〇
各
種
予
防
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
伝
染
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
母
子
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
し
尿
及
び
塵
芥
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
公
害
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
埋
火
葬
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
畜
犬
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
国
民
年
金
、
福
祉
年
金
に
関
す
る
こ
 

と。 

O
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
関
す
る
 

こ
と
】
 

〇
被
保
険
者
資
格
取
得
喪
失
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

〇
保
険
給
付
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
、
保
健
及
び
環
境
衛
生
に
関
 

す
る
こ
と
。
 

福

祉

同

和

課

 

▼
福
祉
係
 

〇
引
揚
者
に
関
す
る
こ
と
。
 

（老人大学の有志の皆さんによる台唱） 

ク
上
里
二
 

太
田
 
彦
市
 

ク
上
小
路
 
世
良
 
ト
ョ
 

老
人
ホ
ー
ム
 
奥
 
カ
ッ
 

か 

皿
山
 
世
良
 

ュ
キ
 

市
場
 
下
組
 
太
田
 

ョ
ン
 

以
上
の
十
人
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
 

方
に
は
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
過
し
 

て
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
 

す。 〇
旧
軍
人
及
び
遺
家
族
援
護
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

〇
身
体
障
害
者
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
行
旅
死
亡
人
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
擢
災
者
救
助
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
里
親
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
日
赤
に
関
す
る
こ
と
り
 

〇
共
同
募
金
に
関
す
る
こ
と
。
 

C
児
童
遊
園
地
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
地
方
改
善
事
業
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
保
育
所
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
児
童
手
当
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
民
生
委
員
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
一
切
 

の
こ
と
。
 

▼
同
和
課
 

〇
同
和
対
策
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

※
従
来
産
業
振
興
課
に
あ
っ
た
鉱
害
 

係
、
国
土
調
査
係
は
企
画
室
へ
、
民
生
 

課
に
あ
っ
た
消
防
係
は
総
務
課
の
所
轄
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

企
 

画
 

室
 

▼
鉱
害
係
 

〇
鉱
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

▼
国
土
調
査
係
 

〇
国
土
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

総
 

務
 

課
 

▼
消
防
係
 

〇
防
犯
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
消
防
団
に
関
す
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
消
防
に
関
す
る
こ
と
。
 



け
 

し
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第165 号 広 報 あ か い け 昭和51年10月1日 
い け 昭和51年10月1日 （4) か

 
あ
 

報
 

広
 

第165 号 
、
 ⑤

 

一
、
昭
和
五
十
一
年
度
 

一
般
会
計
予
算
上
半
期
の
 

執
行
状
況
 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
 

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
財
政
の
硬
 

直
化
が
問
題
と
さ
れ
、
筑
豊
地
区
は
も
 

と
よ
り
県
内
、
県
外
を
問
わ
ず
地
方
財
 

政
は
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中
に
あ
 

昭和49年度財政事情公表（上期） 

S51. 4・1 ~51. 6. 30 まで 

つ
て
、
本
町
に
お
 

い
て
も
健
全
財
政
 

を
基
本
方
針
と
し
 

（
て
国
、
県
の
補
助
 

”
事
業
を
重
点
的
に
 

ー
取
入
れ
、
町
民
福
 

3

祉
・
産
業
基
盤
の
 

ロ
整
備
を
柱
と
し
た
 

り
予
算
編
成
を
し
、
 

（
執
行
に
あ
た
っ
て
 

は
既
定
経
費
の
節
 

、
減
を
強
力
に
実
施
 

7

し
、
限
ら
れ
た
財
 

ぐ
源
の
効
率
的
な
執
 

S

行
に
努
力
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

上
半
期
の
各
費
 

目
別
予
算
執
行
状
 

況
は
別
表
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
 

ニ
、
昭
和
五
十
一
年
度
 

特
別
会
計
予
算
の
執
行
 

状
況
 

別
表
に
示
す
と
お
り
で
す
。
 

、 、 、 

（単位千円） 

昭和51年度一般会計予算執行状況 

歳出 歳入 

科 目 予 算 額 51・6月未 
まで執行済額 科 目 予 算 額 

51・6月未 
まで執行済額 

1 町 税 

2 地 方譲与 税 

娯楽施設利用税 
交 付 金 

自動車取得税 
交 付 金 

5 地 方交付税 

交通安全対策 
特 別 交 付金 

7 分担金及び負担金 

8 使用料及び手数料 

9 国 庫支 出 金 

10 県 支 出 金 

11 財 産 収 入 

12 寄 付 金 

13 繰 入 金 

14 繰 越 金 

15 諸 収 入 

16 町 債 

643 

248 

棚
 

155 

卿
 

620 

卿
 
725 

m
 

051 

卿
 

ー
 

ー
 
ー
 
902 

81~
 

93, 

6
 

9' 

563, 

36, 

16, 

74~,
 

248,
 

5~,
 

99, 

392, 

7

, 182

3
,3 ~4 

農 

1 議 会 費 

2 総 務 費 

3 民 生 費 

4 衛 生 費 

5 労 働 費 

6 農林水産業費 

7 商 工 費 

8 土 木 費 

9 消 防 費 

10 教 育 費 

11 災 害 復I日 費 

12 公 債 費 

13 諸 支 出 金 

14 予 備 費 

巧 前年度繰上充用金 

33,887 

170, 195 

280,507 

48,007 

699,964 

120, 660 

3,728 

288,547 

16,912 

239,742 

150,291 

94,568 

49, 302 

2,000 

60,000 

8,023 

30,810 

57, 142 

6,250 

22, 170 

9,773 

522 

31,924 

9,061 

25,080 

876 

41.626 

歳 入 合 計 2,258,3 )0 399, 580 歳 2,258,310 243,257 

I ' 

) 

) 

青
く
澄
ん
だ
秋
空
の
下
に
 

熱
 
戦
 
を
 
展
 
開
 

第
七
回
福
岡
県
少
年
野
球
大
会
 

ー
I
ー

筑

豊

地

区

予

選

大

会

ー

 
ー 

チ
ビ
ッ
子
野
球
，
夏
の
祭
典
I

県
大
 

会
出
場
を
か
け
八
月
十
日
、
十
一
日
の
 

二
日
間
に
わ
た
り
筑
豊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
 

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い
て
 

九
チ
ー
ム
が
参
加
、
当
地
区
よ
り
赤
池
 

ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
熱
戦
の
末
惜
し
く
 

も
決
勝
戦
で
芦
屋
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ツ
に
敗
 

れ
準
優
勝
と
な
り
県
大
会
出
場
は
果
せ
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（優勝）芦屋ジャイアンツ 
4  I 」5 

ノ I

ー，9 41 L _. 

F
い舞」 

ロ
襲
舞
 

圧
内
ジ
ャ
ガ
し
ス
 

赤

池

ク

タ

プ

 

山
田
少
年
野
球
部
 

穎
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

稲
薬
ヴ
ィ
ク
ト
リ
l
 

本
大
会
開
催
中
応
援
し
て
下
さ
っ
た
 

父
兄
の
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

「
野
球
部
で
は
部
員
を
募
集
し
て
お
り
 

ま
す
．
野
球
好
き
な
小
学
生
諸
君
、
野
 

球
部
員
と
一
諸
に
野
球
を
や
り
ま
し
ょ
 

う
、
心
か
ら
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
」
 

子

供

会

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

 

ー
八
区
子
供
会
優
勝
ー
 

真
夏
の
太
陽
の
照
り
つ
け
る
八
月
】
一
 

＋
二
日
、
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
九
チ
 

ー
ム
が
参
加
し
、
激
し
い
斗
い
の
す
え
 

八
区
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
勝
、
八
区
チ
ー
ム
 

二
位
、
上
の
 

原
 
三
位
、
十
二
支
所
 

尚
、
八
区
チ
ー
ム
は
郡
大
会
へ
出
場
致
 

し
ま
す
。
 

n
ノー 

4
' 

優 勝（8支所） 

I 

 1

2
 
16 

・ 17 

支
所
 

8
 18 

・ 19
 

・ 20 

支
所
 

7

支

所

 

】nv 

」」 

．(b 

塾

支

所

 

8

支

所

 

9

支

所

 

10 

支

所

 

1
 

】n
乙
 

】b

」こ 

F
? 

12 

支

所

 

子
供
会
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
 

電
？
ー
七
区
女
子
勝
 
つ
‘
，
 

子
供
会
地
区
対
抗
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
 

会
は
四
チ
ー
ム
が
参
加
、
夏
の
熱
気
の
 

む
ん
む
ん
す
る
体
育
館
の
中
で
熱
戦
を
 

く
り
拡
げ
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
勝
、
七
区
チ
ー
ム
 

二
位
、
二
十
 

四
支
所
 
三
位
、
八
支
所
 

N 7支所 8支所 1617支所 24支所 

7支所 \ 0
⑩ 

0 @ 0
⑩ 

8支所 
x

⑥
 
N 0

⑩ 

x

⑦
 1●支所 

④
 

x 

x

⑩
 
\ x ⑥

 
24支所 

x

⑩
 

0
② 

0
⑨ N 

※
 
〇
の
中
の
数
字
は
得
点
 

学校給食のあゆみ目 

学校給食法法制化ノ、 

昭
和
二
十
六
年
六
月
 

末
日
で
打
ち
切
ら
れ
た
 

ガ
リ
オ
ア
資
金
に
対
し
 

て
、
政
府
も
当
時
の
財
 

政
事
情
か
ら
し
て
肩
変
 

り
で
き
ず
、
学
校
給
食
 

の
中
止
も
や
む
を
得
な
 

い
と
い
う
事
態
に
至
り
 

ま
し
た
。
 

こ
の
危
機
に
際
し
て
 

学
校
給
食
の
継
続
、
お
 

よ
び
そ
の
た
め
の
国
庫
 

補
助
実
現
、
ひ
い
て
は
 

学
校
給
食
の
法
制
化
を
 

要
望
す
る
世
論
が
全
国
 

的
に
盛
り
あ
が
り
、
そ
の
運
動
も
全
国
 

P
T
A
を
主
と
す
る
全
国
学
校
給
食
推
 

I 

※長期債現在高 1,715,007 ※一時借入金現在高 60,000千円 

（単位千円） 昭和51年度各特別会計執行状況 

進
協
議
会
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

一
方
、
政
府
は
連
合
軍
総
指
令
部
、
 

ま
た
政
府
部
内
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
 

は
種
々
協
議
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問
題
 

に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
を
重
視
、
遂
 

に
昭
和
二
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
は
 

小
麦
の
半
額
国
庫
補
助
十
四
億
円
等
が
 

計
上
さ
れ
、
学
校
給
食
継
続
の
線
は
貫
 

ぬ
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
 

結
果
、
給
食
費
は
有
償
と
な
り
そ
の
た
 

め
給
食
実
施
人
員
数
も
減
少
を
み
ま
し
 

た
が
、
し
か
し
こ
れ
を
機
会
に
学
校
給
 

食
実
施
の
基
礎
は
定
ま
り
、
文
部
省
は
 

二
十
七
年
三
月
の
次
官
通
達
「
昭
和
一
一
 

十
七
年
度
学
校
給
食
実
施
方
針
」
に
お
 

い
て
物
資
の
供
給
方
法
に
つ
い
て
示
す
 

と
共
に
 
「
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
 

し
て
実
施
す
る
も
の
」
 
で
あ
る
こ
と
を
 

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
二
十
九
年
六
月
に
は
、
永
年
の
 

要
望
で
あ
っ
た
「
学
校
給
食
法
」
が
制
 

定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
 

同
法
の
制
定
に
よ
っ
て
学
校
給
食
実
 

施
の
基
礎
、
将
来
へ
の
推
進
の
土
台
が
 

で
き
、
以
後
同
法
は
遂
年
改
正
を
重
ね
 

中
学
校
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
 

と
共
に
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
 

て
い
る
も
の
以
外
で
給
食
費
の
支
払
い
 

困
難
な
児
童
、
い
わ
ゆ
る
準
要
保
護
児
 

童
の
給
食
費
を
補
助
す
る
規
定
が
設
け
 

ら
れ
（
昭
和
三
十
一
年
三
月
）
更
に
三
 

十
】
年
六
月
に
は
「
夜
間
課
程
を
置
く
 

高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
 

る
法
律
」
翌
三
十
二
年
に
は
「
盲
学
校
 

聾
学
校
及
び
養
譲
学
校
の
幼
稚
部
及
び
 

51年度重点事業 

D 町道整備事業 58,301千円 

レ 赤池工場団地造成事業 387,919千円 

レ 赤池町総合グラウンド整備事業183,786千円 

ン 赤池町下水道鉱害復旧事業 72,905千円 

＞ 町営住宅改善事業 32,000千円 

ン 上野小学校危険校舎改築工事 57,850千円 

＞ ボタ山防災事業 γ50,291干円 

ン 上野橋架設工事 72,000千円 

会 計 名 

歳 入 歳 出 

予算額 51.6月未ま 
で執行済額― 予算額 

51.6月末 
執行済額 

国民健康保険事業勘定 

赤池橋架設準備積立金 

上 水 道 事 業 

簡 易 水道 事 業 

住宅改修資金貸付事業 

病 院 事 業 

159,252 

711 

62,577 

14, 139 

22,701 

344,417 

31, 007 

264 

10, 672 

4,614 

6叫 

91,215 

159,252 

711 

62,577 

14, 139 

22,701 

349, 116 

14
, 

161264 

7,975 

4,105 」 

47 

73, 153 

j 

高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
 

法
律
」
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
ま
し
 

た。 ま
た
こ
の
間
，
昭
和
三
十
年
に
は
 

「
日
本
学
校
給
食
会
法
」
の
制
定
に
よ
 

っ
て
特
殊
法
人
日
本
学
校
給
食
会
が
発
 

足
し
、
学
校
給
食
用
物
資
の
普
及
充
実
 

の
た
め
の
諸
事
業
を
実
施
、
推
進
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
学
校
給
食
は
学
校
給
食
法
 

の
制
定
以
来
、
法
的
に
も
実
施
体
制
の
 

上
で
も
着
々
と
整
備
が
加
え
ら
れ
、
ま
 

た
実
施
人
員
数
も
三
＋
年
七
百
万
人
か
 

ら
三
十
二
年
八
百
万
人
、
三
十
三
年
九
 

百
万
人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
あ
る
程
度
普
及
し
た
段
階
 

に
達
し
た
昭
和
三
十
五
、
六
年
頃
に
至
 

り
、
や
や
伸
び
悩
み
状
況
を
示
す
よ
う
 

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
一
段
と
普
及
お
よ
 

び
内
容
の
改
善
向
上
を
は
か
る
た
め
に
 

は
学
校
給
食
制
度
そ
の
も
の
の
再
検
討
 

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
大
蔵
省
は
三
十
六
年
度
予
算
 

の
編
成
に
あ
た
り
、
給
食
用
小
表
粉
に
 

対
す
る
補
助
を
打
ち
切
る
と
い
う
意
向
 

を
示
し
た
た
め
、
 
一
層
そ
の
解
決
が
せ
 

ま
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
文
部
省
は
そ
の
対
策
と
し
て
 

学
校
給
食
制
度
調
査
会
を
設
置
し
、
国
 

の
栄
養
、
食
糧
政
策
と
の
関
連
に
お
い
 

て
学
校
給
食
制
度
の
あ
り
方
を
調
査
審
 

議
し
、
今
後
の
改
善
方
策
の
樹
立
を
は
 

か
る
答
申
を
提
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

つ
 

づ
 

く
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（台風17 号に よ る災害現場） 

(9 月12日現在） 

赤池町軟式野球連盟リーグ戦成績表 

N
 

赤 池 

メッッ」 

大浦ャン 

ガーズ 

上 野 

メ ッッ 
一
ト
 

タ
 
ス
 

ス
ダ
 

コ． 
- 

オ 
二ノ 

ズ 

下田川 

理 容 
池
場
 

赤
役
 

池
会
 

工
 

赤
商
 

赤 池 

ガッッ 

スラッ 

ガーズ 

大 浦 

フアイダ以 

フアイ 
ャーズA 

フアイ 
ャーズB 

ナインズ 勝
 

敗
 

分
 

、
池
ッ
 

ッ
 

赤
 
メ
 N x 0

 
0 0 0 0 0

 
0 0 8 1 

大浦ャン 

ガーズ 0
 
N 0 ×

 
△ 0 ×

 x 
0 0

 
5
 

3 1 
上 野 

メッッ x N ×
 

>< x 0 x 0 >< ><
 2 7 

スタ・ー 
ダスト x 

0 0
 N
 

0 0 0
 

0
 

x 
0
 

7
 

2 

ち, 
ズ 
x △ 0 x N 0 0 ×、 一

 

x 3 4 1 
下田」H 

理 容 x 
x x x N x 0

 x x x 
0
 

2
 

8 
池
場
 

赤
役
 

0 0 x 0 N 0 0 x 0
 

6 2 
赤 池 

商工会 x x x 
0 x N

 
0
 

x 
0
 

x 3
 

6 
赤 池 

ガッッ x x 
0 x N x 0 0 x 0

 
4 5 

スラッ 

ガーズ x 
0 0

 
0 0

 
0
 N
 

0
 x 

0
 

7
 

2 
大 浦 

フアイダーズ x x 
><
 

x 
><
 

x N
 

x x x 
0
 

9 
フアイ 

ャーズA x 
x 0

 
x 
0
 x 

0
 N 0 4

 
4 

フアイ 

ャーズB 0
 

0 0 0
 

0
 

0
 

0
 

x N
 

0
 

8
 

1 
ナインズ x 

0
 x x x x x 

0
 

x N
 

2
 

7
 

j 、 

「
台
風
 
17 

号
」
／
で
被
害
出
す
ク
 

九
月
四
日
頃
よ
り
発
生
し
た
大
型
台
 

風
十
七
号
は
十
二
日
に
上
陸
，
十
三
日
 

零
時
三
十
分
頃
被
害
が
発
生
し
、
消
防
 

団
の
必
死
の
防
災
活
動
に
も
か
か
わ
ら
 

ず
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
作
業
が
困
難
し
 

幾
多
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
被
災
者
に
対
し
て
心
か
ら
御
 

見
舞
申
し
上
げ
ま
す
．
 

今
後
の
台
風
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
 

る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
 

し
て
下
さ
い
。
 

⑥
 
雨
や
風
で
被
害
を
受
け
や
す
い
 

家
や
へ
い
な
ど
は
し
っ
か
り
補
強
し
て
 

お
い
て
下
さ
い
。
 

＠
 
雨
戸
や
窓
ガ
ラ
ス
に
は
 
「
サ
 

ン
」
や
「
ベ
ニ
ァ
板
、
テ
ー
プ
」
な
ど
 

で
し
っ
か
り
補
強
し
て
お
い
て
下
さ
／
 

/F

い。 
＠
 
屋
根
が
わ
ら
の
ズ
レ
や
弱
い
と
 

こ
ろ
は
針
金
で
し
ば
っ
た
り
、
ト
タ
ン
 

屋
根
の
弱
い
と
こ
ろ
は
釘
を
打
つ
な
ど
 

し
て
補
強
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
下
さ
 

い。 ＠
 
排
水
溝
や
石
垣
（
ガ
ケ
）
な
ど
 

の
点
検
を
行
な
い
、
危
険
と
思
わ
れ
る
 

と
こ
ろ
は
早
め
に
修
理
整
備
を
し
て
お
 

い
て
下
さ
い
u
 

⑥
 
停
竃
や
避
難
に
備
え
、
懐
中
電
 

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
医
薬
 

品
、
着
替
え
、
貴
重
品
な
ど
早
め
に
準
 

備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

台
風
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
 

ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
る
台
風
情
報
を
よ
 

く
聞
き
、
早
め
に
戸
締
り
、
火
の
元
、
 

ガ
ス
の
元
栓
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
 

の
確
認
や
避
難
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
 

⑨
 
特
に
病
人
、
老
人
、
婦
女
子
、
 

子
供
は
早
め
に
避
難
さ
せ
る
。
 

＼、 

昭
和
五
＋
一
年
度
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
 

リ
ー
グ
戦
に
つ
い
て
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
（
赤
雌
町
体
協
）
 
で
は
四
 

月
よ
り
野
球
リ
ー
グ
戦
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
九
 

月
十
二
日
現
在
の
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

1
 

赤
池
メ
ッ
ツ
 
（
赤
池
地
区
）
 

2
 
大
浦
ヤ
ン
ガ
ー
ズ
（
大
浦
）
 

3
 
上
野
メ
ッ
ツ
（
大
谷
）
 

（台風庁号により被害を受けた住居） 

（災害による家屋） 

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
（
職
安
職
員
）
 

ユ
ニ
オ
ン
ズ
 
（
市
場
八
区
）
 

下
田
川
理
容
（
理
容
組
合
）
 

赤
池
役
場
（
役
場
職
目
）
 

赤
池
商
工
会
（
商
工
会
）
 

赤
池
ガ
ッ
ツ
 
（
市
場
八
区
）
 

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
（
市
場
七
区
）
 

大
浦
フ
ア
イ
タ
ー
ズ
 
（
大
浦
）
 

フ
ア
イ
ヤ
ー
ズ
A
 
（
市
場
八
区
）
 

フ
ア
イ
ヤ
ー
ズ
B
 
（ 

ク 

） 

ナ
イ
ン
ズ
（
赤
池
＋
区
）
 

先
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
終
了
日
程
は
九
 

月
末
日
の
予
定
で
し
た
が
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
整
備
工
 

事
及
び
雨
等
に
よ
っ
て
日
程
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。
 

一
応
終
了
日
程
は
十
一
月
末
日
の
予
定
で
す
。
 

選
手
は
登
録
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
登
録
さ
れ
 

な
い
者
は
リ
ー
グ
戦
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。
 

選
手
の
資
格
は
、
赤
池
町
に
在
住
す
る
者
又
は
 

町
外
の
者
で
も
赤
池
で
働
い
て
い
る
者
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

\
＠
 
避
難
時
の
服
装
は
な
る
べ
く
身
 

軽
に
し
、
素
膚
の
部
分
を
少
な
く
す
 

る。 ⑥
 
切
れ
た
り
、
垂
れ
下
っ
た
電
線
 

に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
こ
と
。
 

台
風
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
 

に
は
平
素
か
ら
心
が
ま
え
と
準
備
が
必
 

要
で
す
。
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第165 号 広 報 あ か い け 昭和51年10月1日 

一
お
知
ら
せ
」
 

郵
 
便
 
局
 

だ
 
よ
 
り
 

創

業

六

十

周

年

を

 

迎

え

る

 

I
十
月
は
簡
易
保
険
月
間
I
 

簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年
十
月
一
日
 

か
ら
無
診
査
、
月
掛
，
集
金
を
特
徴
と
 

し
た
国
営
の
生
命
保
険
と
し
て
創
設
さ
 

れ
，
全
国
の
郵
便
局
で
そ
の
取
扱
い
が
 

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
六
十
年
郵
使
 

局
の
簡
易
保
険
と
し
て
、
広
く
皆
様
に
 

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
た
結
 

果
、
現
在
総
加
入
件
数
五
千
万
件
、
契
 

約
高
は
二
十
八
兆
円
、
資
金
総
額
は
七
 

兆
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
の
大
切
 

な
財
産
と
し
て
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
 

共
団
体
を
は
じ
め
、
公
社
．
公
庫
、
公
 

団
な
ど
政
府
機
関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
 

や
道
路
、
学
校
、
交
通
機
関
な
ど
皆
様
 

の
生
活
に
結
び
つ
い
た
身
近
か
な
生
活
 

環
境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ
て
い
ま
 

す。 赤
池
町
に
は
、
五
十
年
度
中
に
事
業
 

等
に
二
億
千
五
百
三
十
万
円
が
融
資
さ
 

れ
、
現
在
ま
で
の
融
資
額
の
累
計
は
七
 

億
九
千
四
百
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
で
は
、
加
 

入
者
ホ
ー
ム
、
保
養
セ
ン
タ
ー
、
診
療
 

所
な
ど
の
福
祉
施
設
を
全
国
各
地
に
設
 

置
し
、
加
入
者
の
福
祉
の
増
進
に
も
努
 

め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
創
業
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、
 

毎
年
十
月
を
「
簡
易
保
険
月
間
」
と
名
 

付
け
で
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
創
業
六
 

十
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国
的
に
P
R
 

活
動
と
新
加
入
運
動
を
展
開
し
、
簡
易
 

保
険
に
対
す
る
皆
様
の
理
解
と
信
頼
を
 

一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
ま
だ
簡
易
保
 

険
に
那
入
さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
も
積
 

極
的
に
呼
び
か
け
、
保
障
の
あ
る
生
活
 

が
送
れ
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
お
勧
 

め
し
て
お
り
ま
す
。
 

，
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
三
万
円
か
ら
三
 

万
九
千
円
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
】
 

カ
高
額
療
養
費
は
従
来
、
同
「
の
被
 

保
険
者
が
同
一
の
月
内
に
同
一
の
病
院
 

等
に
三
万
円
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
 

た
場
合
に
支
給
 

さ
れ
そ
の
額
は
 

三
万
円
を
控
除
 

し
た
額
と
さ
れ
 

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
の
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
係
よ
り
お
知
ら
せ
 

、《z
、
！
?
!
？
、
 

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
施
行
令
の
一
部
 

改
正
が
行
な
わ
れ
三
万
円
が
三
万
九
千
 

円
に
改
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
 

、 

従
っ
て
八
月
 

診
療
分
（
＋
月
 

支
給
分
）
か
ら
 

は
三
万
九
干
円
 

以
上
の
自
己
負
担
が
あ
っ
た
場
合
に
支
 

給
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
御
承
知
下
 

，
さ
い
。
 

, 

昭
和
五
十
一
年
度
 

福
岡
県
行
政
書
士
試
験
 

に
つ
い
て
 

次
に
よ
り
行
政
書
士
試
験
が
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
 

▽
試
験
科
目
 

一
、
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
 

な
法
令
 

二、 

一
般
常
識
 

三
、
作
文
 

▽
日
時
及
び
場
所
 

十
一
月
十
五
日
（
月
）
午
後
一
時
ー
 

四
時
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
二
丁
目
 

＋
二
番
一
号
天
神
ビ
ル
 

▽
受
付
期
間
 

十
月
一
日
ー
十
月
二
十
日
ま
で
 

※
注
廿
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
十
月
 

二
十
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
 

▽
申
込
み
、
問
い
合
せ
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

電
話
 

七
五
一
ー
一
七
一
六
番
 

昭
和
五
十
一
年
度
（
第
六
回
）
 

「
福
岡
県
青
年
の
船
」
 

団
 

員
 
募
 

集
 

ガ
東
南
ア
ジ
ア
の
若
者
と
 

友
情
の
輪
を
‘
 

福
岡
県
で
は
左
記
の
目
的
で
第
六
回
 

の
「
福
岡
県
青
年
の
船
」
団
員
を
募
集
 

し
ま
す
。
 

▽
目
的
 

県
内
の
青
年
を
「
青
年
の
船
」
に
乗
 

船
さ
せ
、
研
修
と
団
体
生
活
を
通
じ
て
 

心
身
を
鍛
練
し
ま
す
。
 

訪
問
国
で
は
現
地
青
年
と
の
交
歓
会
 

や
現
地
事
情
の
視
察
、
見
学
を
行
な
い
 

郷
土
文
化
の
紹
介
を
す
る
な
ど
、
青
年
 

の
国
際
的
視
野
を
広
め
さ
せ
、
郷
土
建
 

設
の
た
め
の
中
堅
青
年
の
育
成
を
は
か
 

る
も
の
で
す
。
 

▽
日
程
 

昭
和
五
十
二
年
一
月
十
四
日
か
ら
一
一
 

＋
七
日
ま
で
（
十
三
泊
十
四
日
）
の
予
 

定り 
▽
訪
問
地
 

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
（
マ
ニ
ラ
市
 

セ
ブ
市
。
バ
ギ
オ
市
）
 

▽
使
用
船
 

商
船
」
弄
客
船
（
株
）
所
有
の
ク
ル
 

t
ス
専
用
船
 
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
 

（一 

〇
、
七
七
〇
ト
ン
）
を
使
い
ま
す
。
 

▽
活
動
内
容
 

「
船
内
活
動
」
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
 

研
修
，
体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
 

活
動
、
班
別
組
別
研
修
、
青
年
の
船
祭
 

り
な
ど
が
あ
り
、
訪
問
国
の
「
上
陸
活
 

動
」
と
し
て
は
視
察
、
見
学
お
よ
び
交
 

歓
会
が
あ
り
ま
す
．
 

こ
の
ほ
か
に
出
航
前
の
事
前
研
修
が
 

延
五
日
間
程
度
「
県
立
英
彦
山
青
年
の
 

家
」
な
ど
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

▽
参
加
者
負
担
金
 

参
加
費
用
と
し
て
一
人
五
万
円
の
ほ
 

か
、
旅
券
、
旅
行
傷
害
保
険
．
予
防
注
 

射
、
事
前
研
修
参
加
旅
費
な
ど
の
費
用
 

の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

▽
人
員
 

j
 

・

／

 

団
員
約
三
百
二
＋
人
 

▽
応
募
の
資
格
 

日
本
国
籍
を
も
ち
、
県
内
に
一
年
以
 

上
居
住
す
る
も
の
で
、
昭
和
五
＋
一
年
 

四
月
一
日
現
在
、
満
二
＋
歳
以
上
二
十
 

六
歳
未
満
の
男
女
で
す
。
 

（
昭
和
二
＋
 

五
年
四
月
二
日
ー
昭
和
三
＋
一
年
四
月
 

一
日
出
生
）
、
な
お
船
上
生
活
や
バ
ス
 

旅
行
に
適
応
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
 

す。 
▽
募
集
期
間
 

十
月
十
五
日
ま
で
 

そ
の
他
渉
外
団
員
の
募
集
方
法
に
つ
 

い
て
は
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
 

下
さ
い
。
 

（
T
E
L
 

三
四
二
一
）
 

防
衛
大
学
校
 

学
 

生
 

募
 

集
 

▽
受
験
資
格
 

高
卒
見
込
及
び
高
卒
 

( 21 

才
末
満
）
の
男
子
 

▽
第
一
次
試
験
 

十
一
月
五
日
ー
六
日
 
飯
塚
市
 

▽
試
験
内
客
 

高
校
卒
業
程
度
 

▽
受
付
け
 

十
月
一
日
ー
三
＋
日
ま
で
 

▽
志
願
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
飯
 

塚
市
二
瀬
の
自
衛
隊
出
張
所
 

電
話
（
②
四
八
四
七
番
）
 

ノ 

け
 

‘、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第165 号 広 報 あ か い け 昭和51年10月1日 、
 ⑨

 

赤
池
町
選
管
だ
よ
り
 

近
々
、
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
が
行
 

わ
れ
ま
す
が
、
転
居
届
（
町
内
異
動
）
 

は
お
済
み
で
す
か
。
転
居
届
を
ま
だ
さ
 

れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
 

ま
た
、
あ
な
た
の
現
在
す
ん
で
い
る
 

駐
在
は
役
場
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
 

る
駐
在
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
、
お
 

確
め
下
さ
い
。
 

も
し
間
違
っ
て
い
る
と
選
挙
の
入
場
 

券
等
が
正
し
く
配
布
さ
れ
な
い
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
 

④
 
九
月
十
日
現
在
選
挙
人
名
簿
登
録
 

者
数
 

投
票
区
別
 

男 

女 

計 

第
一
投
票
区
 

1,319 

1,588 

第
二
投
泉
区
 

801 

第
三
投
票
区
 

計
 

1,036 
898 1,232 

3, 156 

3,718 

2,907 1,699 2,268 6,874 

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
七
日
 

か
ら
二
十
三
日
（
土
）
ま
で
の
一
週
間
 

を
「
行
政
相
談
に
つ
い
て
」
の
諸
行
事
 

を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
赤
池
町
に
お
い
て
も
つ
 

ぎ
の
よ
う
な
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
 

設
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

日
時
、
場
所
 

10 

月
 17 

日
（
日
）
 

中
尾
保
育
所
 

10 

月
 18 

日
（
月
）
 

赤
池
町
役
場
 

旧
第
二
公
民
館
 

10 

月
 19 

日
（
火
）
 

市
場
八
区
青
年
会
館
 

10 
月
 20 

日
（
水
）
 

薬
王
寺
集
会
所
 

尚
時
間
に
つ
い
て
は
、
午
前
十
時
よ
 

り
、
午
後
三
時
ま
で
、
料
金
は
無
料
で
 

す。 
保
険
医
療
に
お
け
る
 

適
正
受
診
に
つ
い
て
 

福
岡
県
で
は
適
正
受
診
「
明
る
く
正
 

し
く
保
険
証
を
使
い
ま
し
よ
う
」
キ
ャ
 

ン
ペ
ー
ン
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
 

す。 
①
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
 

保
険
医
療
に
お
け
る
適
正
受
診
に
つ
 

い
て
広
く
県
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
適
正
円
滑
な
県
民
医
 

療
を
確
保
す
る
。
 

②
実
施
主
体
 

福
岡
県
 

③
協
力
機
関
 

市
町
村
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
福
 

岡
支
部
、
福
岡
県
医
師
会
、
福
岡
県
 

歯
科
医
師
会
、
福
岡
県
薬
剤
師
会
 

④
実
施
期
間
 

昭
和
五
十
一
年
＋
月
 

廃
品
回
収
で
我
々
の
地
区
の
 

清
掃
を
／
 

十
八
支
所
（
あ
す
な
ろ
子
供
会
）
は
 

八
月
ニ
十
九
日
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
 

に
あ
す
な
ろ
子
供
会
は
午
前
八
時
三
十
 

分
に
地
区
廻
り
を
し
て
廃
品
回
収
に
当
 

り
ま
し
た
。
地
区
の
各
家
庭
か
ら
空
ビ
 

ン
古
雑
誌
、
雑
布
、
古
鉄
等
を
回
収
し
 

て
ま
わ
り
、
集
め
た
空
ビ
ン
（
一
升
ビ
 

ン
ビ
ー
ル
ビ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
ビ
ン
）
合
 

せ
て
約
二
千
本
と
古
雑
誌
、
古
新
聞
な
 

ど
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
三
台
と
軽
自
動
車
 

二
台
分
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

各
家
庭
の
協
力
を
得
て
子
供
た
ち
は
 

汗
を
流
し
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
姿
 

は
、
将
来
を
に
な
う
姿
を
象
徴
す
る
か
 

の
よ
う
で
し
た
。
会
長
（
長
崎
弘
子
）
 

以
下
十
八
名
で
廃
品
回
収
を
し
ま
し
 

た。 

そ
の
経
費
は
、
子
供
会
の
会
費
に
 

あ
て
る
そ
う
で
す
。
 

(18支所のこともたち） 

剣
道
昇
段
審
査
合
格
 

お
め
で
と
・
つ
ノ
 

八
月
二
十
二
日
 
（
日
）
田
川
市
西
田
 

川
高
校
体
育
館
に
お
い
て
筑
豊
地
区
剣
 

道
昇
段
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
‘
 

当
剣
道
部
か
ら
も
次
の
諸
氏
が
受
審
 

全
員
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
今
度
合
格
 

し
た
中
学
生
諸
君
は
、
小
学
校
六
年
の
 

折
に
入
部
し
稽
古
に
励
ん
だ
汗
の
結
晶
 

で
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
花
元
一
利
氏
は
昨
年
十
一
月
 

子
息
の
稽
古
に
引
か
れ
、
そ
れ
こ
そ
牛
 

に
引
か
れ
て
善
行
寺
参
り
を
地
で
行
く
 

状
態
で
入
部
、
し
か
し
爾
後
九
ケ
月
熱
 

心
な
稽
古
が
実
り
、
三
十
七
才
の
ハ
ン
 

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
今
回
見
事
 

優
秀
な
成
績
で
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
 

昇
段
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ノ
今
後
 

  

の
ご
精
武
を
祈
り
ま
す
。
 

《
初
段
合
格
》
 

佐
藤
 
徳
久
 

中
学
 

 

年
 

中
野
 
雅
治
 

1中
学
 
年
 

田
中
 
浩
二
 

中
学
 
年
 

佐
々
木
 
淳
 

中
学
 
年
 

早
麻
 
義
隆
 

中
学
 
年
 

西
園
 
博
司
 

中
学
】
年
 

井
原
 
次
郎
 

中
学
」
年
 

花
元
 

一
利
 

一 

般
 

《
二
段
合
格
》
 

西
 

保
信
 

一 

般
 

《
三
段
合
格
》
 

有
吉
 
政
広
 

一 

般
 以

 
上
 

シンナー遊びは危険ノ 

みなさんの協力で防止を 

町
内
で
シ
ン
ナ
ー
 

遊
ひ
が
流
行
し
て
い
 

ま
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
は
多
量
 

に
吸
い
こ
む
と
‘
 
精
 

神
障
害
を
起
こ
し
、
 

ま
た
死
亡
す
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
．
 

シ
ン
ナ
ー
の
ほ
か
 

に
ニ
ス
や
ボ
ン
ド
も
 

同
じ
も
の
で
す
。
 

少
年
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
、
勇
気
 

を
も
っ
て
注
意
を
与
え
る
と
と
も
に
警
 

察
に
連
絡
し
ま
し
よ
う
。
 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

（
あ
ゆ
み
句
会
）
 

白
石
天
留
翁
選
 

猫
の
子
を
ゆ
ず
る
と
言
ふ
も
京
ら
し
く
 

昭
 
女
 

八
ツ
手
の
実
こ
ぽ
る
る
あ
た
り
車
寄
せ
 

園
 
女
 

庭
の
木
々
影
濃
く
な
り
ぬ
梅
は
実
に
 

春
 
翁
 

い
さ
さ
か
の
冷
え
を
覚
え
て
菜
種
梅
雨
 

・ 

水
心
子
 

春
灯
と
い
ふ
に
は
暗
き
厨
の
灯
 駒

 
女
 

牡
丹
の
散
る
と
は
言
わ
ず
崩
る
る
と
 

加
す
美
 

風
鈴
屋
風
も
い
つ
し
よ
に
連
れ
て
来
る
 

桜
ン
坊
 

旅
先
に
ま
で
も
春
愁
つ
き
ま
と
ふ
 

て
い
子
 

草
刈
り
の
み
な
川
に
向
き
昼
飼
か
な
 

一 

歩
 

選
 
評
 

旅
先
に
ま
で
も
春
愁
つ
き
ま
と
ふ
 

春
愁
か
ら
逃
れ
た
く
ー
と
日
旅
に
出
 

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
街
の
賑
や
か
さ
 

田
舎
の
静
け
さ
も
愁
い
は
作
者
の
心
か
 

ら
離
れ
な
か
っ
た
。
平
凡
に
見
え
て
人
 

そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み
愁
は
あ
る
も
の
で
あ
 

る。 

桜
ン
坊
 

「
最
近
は
衣
食
住
は
充
分
と
ま
で
は
い
 

か
な
く
と
も
一
応
は
満
た
さ
れ
つ
つ
あ
 

る
。
然
し
心
は
ど
こ
か
満
た
さ
れ
な
い
 

も
の
が
あ
る
。
私
達
は
そ
の
た
め
に
花
 

鳥
を
五
、
七
、
五
に
託
す
こ
と
で
聯
か
 

の
心
の
ゆ
と
り
を
持
ち
た
い
と
願
う
も
 

の
で
あ
る
」
 

桜
ン
坊
 

▽
毎
週
水
曜
日
夜
七
時
、
池
田
利
文
 

一
歩
宅
で
句
会
を
行
っ
で
い
ま
す
。
初
 

心
者
の
参
加
を
歓
迎
し
才
す
。
 

「
詳
細
 

は
公
民
館
に
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
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郷

土

の

昔

ば

な

し

 

い
 
ろ
 
い
 
ろ
 

こ
こ
の
向
う
の
山
に
権
七
権
現
ち
い
 

う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
も
う
知
 

る
人
は
お
ら
ん
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
 

が
こ
し
ら
え
た
も
の
で
今
で
も
石
の
ほ
 

こ
ら
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
農
家
の
 

，
す
む
し
w

の
神
様
、
む
か
し
ル
す
む
 

し
ク
な
ん
か
の
区
除
の
薬
が
な
い
時
代
 

で
し
て
ガ
す
む
し
ク
を
と
っ
て
も
と
っ
 

て
も
後
か
ら
出
て
く
る
で
す
た
い
ね
。
 

そ
こ
で
権
現
さ
ま
に
参
る
と
き
に
バ
ケ
 

ツ
に
い
っ
ぱ
い
き
れ
い
な
砂
を
も
っ
て
 

参
り
よ
っ
た
。
 

そ
こ
で
供
え
て
お
参
り
を
し
て
そ
の
 

砂
を
も
っ
て
帰
り
、
そ
れ
を
田
ん
ぼ
に
 

ば
ら
ま
き
よ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
す
 

む
し
、
が
い
な
く
な
る
ち
う
ん
で
私
も
 

若
い
こ
ろ
四
、
五
回
参
っ
た
こ
と
が
あ
 

る
。
む
か
し
の
年
よ
り
は
農
薬
が
出
来
 

て
か
ら
で
も
農
薬
よ
か
権
現
さ
ま
に
参
 

っ
た
は
う
が
い
い
や
と
い
う
て
参
り
よ
 

廿

上

 
野

一

一

区

篇

廿

 

った一 
お
こ
も
り
ち
い
う
の
は
年
に
一
回
あ
 

り
、
そ
の
時
も
砂
を
と
っ
て
も
ろ
う
ち
 

田
ん
ぼ
に
ふ
り
ま
い
た
が
、
よ
け
ど
ま
 

、
す
む
し
が
、
食
い
よ
っ
ち
よ
ろ
う
。
 

迷
信
で
す
な
、
あ
れ
は
・
：
・
 

と
こ
ろ
で
話
は
変
る
け
ど
、
福
智
山
 

に
む
か
し
の
玉
垣
ち
い
う
ん
が
い
か
っ
 

し
も
ち
よ
る
。
あ
れ
は
ど
う
か
し
て
い
 

か
し
て
え
な
あ
、
福
智
山
の
項
上
け
ど
 

掘
り
起
こ
し
や
ど
う
も
な
っ
ち
よ
ら
 

ん
。
こ
な
い
だ
登
っ
て
い
っ
ち
み
た
が
 

な
い
、
孫
が
行
く
き
じ
い
ち
ゃ
ん
も
こ
 

い
ち
い
う
て
、
や
か
ま
し
い
い
う
け
ん
 

登
っ
ち
見
ま
し
た
た
い
。
 

あ
れ
は
三
十
九
ケ
町
村
の
氏
神
や
っ
 

た
ら
し
い
、
福
智
山
が
 

今
じ
や
上
 

野
だ
け
で
お
祭
り
を
す
る
け
れ
ど
、
む
 

か
し
は
私
が
た
の
弟
た
ち
は
若
い
と
き
 

ま
で
は
神
崎
か
ら
糸
田
か
ら
お
し
し
さ
 

ま
を
か
い
で
、
い
っ
ば
い
米
を
も
ら
い
 

に
行
き
よ
っ
た
。
米
を
も
ら
う
人
は
車
 

力
が
あ
る
と
き
は
車
力
、
そ
れ
か
ら
な
 

い
時
代
も
あ
っ
た
や
ろ
う
。
そ
の
と
き
 

に
や
米
か
ら
い
何
十
人
も
つ
い
て
行
き
 

よ
っ
た
。
上
野
の
祭
り
ち
や
、
そ
ら
盛
 

大
な
も
の
で
し
た
た
い
ね
。
 

こ
の
玉
垣
ち
や
、
ち
ょ
っ
と
云
え
ば
 

今
の
「
へ
い
」
と
同
じ
で
す
た
い
。
神
 

様
の
周
囲
に
み
が
げ
石
で
囲
ん
で
い
た
 

が
、
あ
れ
は
倒
れ
ち
ょ
る
か
ら
お
こ
し
 

て
組
み
さ
い
す
り
あ
ー
も
と
の
ま
ま
に
 

な
る
。
何
箇
ぐ
ら
い
ち
あ
ー
だ
い
ぶ
あ
 

る
ば
い
。
何
間
ぐ
ら
い
あ
ろ
う
か
、
ぐ
 

り
っ
と
や
っ
ぱ
あ
十
間
た
あ
い
わ
ん
ば
 

い
。
権
現
さ
ま
の
F
に
あ
り
ま
す
た
 

い
。
項
上
よ
り
ち
ょ
っ
と
下
る
け
ど
＋
 

メ
ー
ト
ル
位
か
な
ー
 

つ
 

づ
 

く
 

ち
よ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

目

薬

の

保

存

法

 

街
の
薬
局
で
、
胃
腸
薬
の
次
に
よ
く
 

売
れ
る
の
が
目
薬
だ
と
い
い
ま
す
。
 

目
薬
は
、
常
温
で
は
成
分
が
変
化
す
 

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
机
の
引
き
出
し
 

な
ど
に
し
ま
わ
ず
、
必
ず
冷
蔵
庫
の
中
 

に
入
れ
て
お
く
こ
と
で
す
。
 

ま
た
、
ア
ト
ロ
ピ
ン
や
抗
コ
リ
ン
エ
 

ス
テ
ラ
ー
ゼ
剤
、
ピ
ロ
カ
ル
ピ
ン
（
緑
 

内
障
の
薬
）
な
ど
は
、
子
ど
も
が
間
違
 

え
て
、
一
び
ん
飲
む
と
生
命
を
失
う
危
 

険
が
あ
り
ま
す
か
ら
保
存
に
は
注
意
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

ぶ
 

エンぜルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

I ヒツト映画 「ゴットフアーザー・パート 

五」に主演する男優は？ 

④チヤールトン・ヘストン 

⑧マーロン・ブランド 

⑥アル・パシーノ 

2 「国民の祝日」 はー年に何日あるか？ 

⑧ 12日 ⑧14日 ⑥16日 

3 火事の原因でいちばん多いのは、次の三つ 

のうちどれ？ 

⑧石油ストーブ ⑧タバコの火 

⑥アイロン 

4 俳句「秋深き隣りは何をする人ぞ」は、誰 

れの旬？ 

④小林一茶 ⑧与謝蕪村 ⑥松尾芭蕉 

5 天ぷらを上手にあげるには最適の温度が必 

要。さて約何度？ 

④ 140度 ⑧160度 ⑥180度 

〔応募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、Iみ18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお庄所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります 

ン例 問題l B 問題2 A 問題3 C 

【第ー回の解答】 

1 ④ 2⑧ 3④ 4 ⑥ 5⑧ 

【正解者】 今回の応募総数12通のうち正解 

者はありませんでした． 

余
叱
→
 

※
 

ニ

ギ

ニ

ギ

運

動

で

 

眠

気

 ど
 
り
 

こ
キ
ニ
ギ
お
 べ
y

"" 

・

、

、

 

突
如
、
坤
魔
に
襲
わ
れ
る
、
と
い
う
 

ほ
ど
ひ
ど
く
な
い
に
し
て
も
「
ど
う
も
 

頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て
き
た
」
と
い
う
こ
 

と
は
、
仕
事
中
な
ど
に
誰
で
も
経
験
し
 

て
い
る
は
ず
で
す
。
 

こ
う
い
う
と
き
は
、
大
脳
と
直
結
し
 

た
部
分
を
運
動
さ
せ
る
と
脳
を
刺
激
し
 

て
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
 

所
と
は
ー
手
の
指
先
で
す
。
 

指
先
と
い
っ
て
も
む
つ
か
し
い
こ
と
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
ず
、
両
手
を
握
り
し
め
て
げ
ん
こ
 

つ
を
つ
く
る
．
こ
の
手
を
小
指
か
ら
開
 

い
て
い
く
。
開
き
方
は
、
早
く
、
強
く
 

や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
開
き
お
え
た
 

ら
、
ギ
ュ
ッ
と
指
を
の
ば
し
ま
す
．
 

次
に
同
じ
小
指
か
ら
握
っ
て
い
く
．
 

こ
の
運
動
を
左
右
三
回
ず
つ
く
り
返
し
 

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
ニ
ギ
ニ
ギ
の
よ
う
 

で
す
が
、
き
き
め
の
早
さ
は
驚
く
ば
か
 

り
で
す
。
 


